
国語－６（第２学年） 調べたことに基づいて説明や発表をする事例（話すこと・聞くこと）
【学習活動の概要】

１ 単元名 おすすめ観光コースを提案する～資料を効果的に活用して話す～

２ 単元の目標
聞き手を想定しながら話の要点を明確にし、資料を効果的に活用して分かりやすく話すこと

ができる。

３ 評価規準
【国語への関心・意欲・態度】

自分たちが提案するコースについて聞き手が理解しやすいように，資料を効果的に活用し
て説明しようとしている。

【話す・聞く能力】
集めた材料を整理して，観光コースの魅力を明確にし，聞き手に伝わりやすいよう資料を

活用して話している。
【言語についての知識・理解・技能】

相手や場の状況に応じて，使用する言葉を選び，敬語の働きに注意して話している。

４ 題材
自分たちの住む町の観光についてのプレゼンテーション

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全５時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第１時 学習の見通しをもつ。
グループごとに提案するコースのテーマ， ○自分たちの住む町を初めて訪れ

紹介する観光スポット（３カ所程度）を決め る中学生という相手意識を明確
た上で，材料集めの計画を立てる。 にもたせる。

第２～ 集めた資料を整理して話の構成を考えなが ○観光スポットの情報の他，実際
３時 ら観光コースの「提案資料」（B4 判１枚）を に行った感想などから，コース

作成し，提案の仕方を考える。 の魅力を明確にさせる。また，
第４時 順番にプレゼンテーションを行い，他のグ 写真や実物などについて，資料

ループへの質問や意見をカードに記入する。 に載せるか，説明の中で実物投
第５時 質問や意見を基にして，提案の内容を修正 影機で提示するかという活用の
(本時) し，よりよい提案の仕方を考える。 仕方について考えさせる。

※プレゼンテーションの内容を録画して，相
手の中学校に送る。

(2)本時の学習（５/５時間）

① 前時を振り返り，本時の目標（他のグループからの質問や意見を基に修正すること
を通して，資料を活用して相手に分かりやすく話す力を付ける。）を確認する。

② 提案に対する聞き手からの質問や意見を受け取る。
③ グループで話し合い，提案の内容を修正する。
・問題点を指摘されたものや質問を受けたものなど，検討する事柄が書かれているも

のを，評価カードの中から選び出す。
・「提案資料」，第４時に行ったプレゼンテーションの録画映像を見ながら，具体的な

修正案を考えさせる。
④ グループで話し合った内容を発表し合い，修正案を確認する。
⑤ 学習を振り返り，よりよい提案の仕方について考えを深める。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
本事例では，中学校学習指導要領・国語の第２学年「話すこと・聞くこと」の指導事項「ウ

目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して話すこと。」を指導する。自分の伝え
たい事柄を明確にし，分かりやすく伝えるために，相手や目的・状況に応じて資料を効果的に活
用して話すことを指導する。その際，特に，話す相手と目的を意識させ，それに基づいて資料の
提示の仕方を考えさせることが重要である。

さらに，関連する内容として，〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕「(1)イ(ｱ)
話し言葉と書き言葉との違い，共通語と方言の果たす役割，敬語の働きなどについて理解するこ
と。」を位置付ける。即時的に消えていく話し言葉と読み返すことができる書き言葉という特質
を理解して適切に使えるよう指導する。また，相手，目的，場面などに応じて敬語を適切に使え
るよう指導する。

【言語活動の充実の工夫】
上述の内容を効果的に指導するために，言語活動を設定する。第２学年「話すこと・聞くこと」

の言語活動例は，次の２つであり，本事例では，アの言語活動例を具体化した。

ア 調べて分かったことや考えたことなどに基づいて説明や発表をしたり，それらを聞いて意
見を述べたりすること。

イ 社会生活の中の話題について，司会や提案者などを立てて討論を行うこと。

調べて分かったことや考えたことについ
て資料を用いて説明する言語活動は，様々
な場面で繰り返し行われている。その際に
重要なのは，集めた資料を吟味し，相手，
目的，場面に応じて資料の提示の仕方とそ
の資料を使って話す内容を考えさせること
である。さらに，資料を効果的に活用して
話す力を身に付けさせるためには，相手の

反応に基づいて自らの話を振り返らせるこ
とが求められる。

本単元では，このような能力を育成する
ために，自分たちの住む町を訪れる中学生
に対して，おすすめの観光コースを提案す
るという言語活動を設定した。グループで
提案する観光コースについて「テーマ」，「お
すすめポイント」などを示した資料を作成
する。また，プレゼンテーションを行う際
には，実物投影機を使用し，写真や実物な
どを映しながら話させる。そうすることで，
集めた資料を吟味し，どのように活用する
かを考えさせることができる。

学習の最後に，聞き手による評価を基に
自分たちの提案の内容を修正するという学
習活動を行う。その際に行う工夫は以下の
通りである。

・聞き手の評価は「行きたいと思うか」，
「分かりやすいか」という言語活動の
目的に即した観点とし，話し方や話す
内容といった提案の課題を，修正する
ことを通して見つけていくようにする。

・修正の内容が抽象的で漠然としたもの
にならないよう，「提案資料」，「メモ」に付箋を貼ったり，「プレゼンテーションの映像」
を繰り返し再生しながら，修正する箇所を具体的に指摘させる。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：④，⑤，⑥ （※分類番号はP5表参照）

ワークシートの一部と生徒の記入例




